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インデックス

①取組の概要

・プレザージュブランドは、セイコーウオッチ(株)にとってどのような位置づけか?
・どのような取組（異分野連携）を実施したか?
・伝統工芸と連携するクラフツマンシップシリーズの開発当初に目標設定は?
・開発段階における体制及びそれぞれの役割は?

②異分野連携による気づきと課題

・異分野連携の難易点とは?
・解決策と工夫したことは?
・異分野連携による付加価値向上に必要なこととは?

③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

・価値の伝え方で工夫した点は?
・海外市場で刺さる表現やストーリーは?

④知財保護に関する取組＜守り＞

・商標登録
・偽物対策など

⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

・3つの視点による成果(セイコープレザージュの視点/セイコーウオッチ(株)の視点/時計産業の視点)
・今後の目標 → 99年後の2124年に向けて
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セイコーは、1881年に服部時計店として創業して以来、

「常に時代の一歩先を行く」という創業者 服部金太郎の

信条を貫き、革新を続けてきました。

1881

セイコーの歩み
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セイコーは、1881年に服部時計店として創業して以来、

「常に時代の一歩先を行く」という創業者 服部金太郎の

信条を貫き、革新を続けてきました。

1881

1913/1924
その歩みの中で、1913年国産初の腕時計「ローレル」を世に

送り出し、1924年に初めてSEIKOの名を冠した腕時計を発

売いたしました。

セイコーの歩み
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セイコーは、1881年に服部時計店として創業して以来、

「常に時代の一歩先を行く」という創業者 服部金太郎の

信条を貫き、革新を続けてきました。

1881

1913/1924
その歩みの中で、1913年国産初の腕時計「ローレル」を世に

送り出し、1924年に初めてSEIKOの名を冠した腕時計を発

売いたしました。

1969
1969年、世界初のクオーツ腕時計「クオーツ アストロン」を発

売。クオーツ式腕時計の普及により、世界中で正確な『時』

を手にすることが出来る社会になりました。

セイコーの歩み
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セイコーは、1881年に服部時計店として創業して以来、

「常に時代の一歩先を行く」という創業者 服部金太郎の

信条を貫き、革新を続けてきました。

1881

1913/1924
その歩みの中で、1913年国産初の腕時計「ローレル」を世に

送り出し、1924年に初めてSEIKOの名を冠した腕時計を発

売いたしました。

2011年、機械式腕時計専用ブランド、

セイコープレザージュ(PRESAGE)を導入

1969
1969年、世界初のクオーツ腕時計「クオーツ アストロン」を発

売。クオーツ式腕時計の普及により、世界中で正確な『時』

を手にすることが出来る社会になりました。

2011

セイコーの歩み
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①取組の概要

①取組の概要

・プレザージュブランドは、セイコーウオッチ(株)にとってどのような位置づけか?
・どのような取組（異分野連携）を実施したか?
・伝統工芸と連携するクラフツマンシップシリーズの開発当初に目標設定は?
・開発段階における体制及びそれぞれの役割は?

6R+α

6R

4R 機械式時計入門

手の届く本格派

クラフトマンシップ
独自の付加価値提案
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①取組の概要 : セイコー プレザージュの位置づけ
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①取組の概要 : セイコー プレザージュの位置づけ
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機械式
+

匠の技
+

日本の美意識

1 0 0 年 を 超 え る 腕 時 計 づ く り の 伝 統 を 継 承 し 、

世界に向けて日本の美意識を発信するメカニカルウオッチブランド
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①取組の概要 : セイコー プレザージュの位置づけ
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高価格

温もりと愛着を実感

機械式

1 0 0 年 を 超 え る 腕 時 計 づ く り の 伝 統 を 継 承 し 、

世界に向けて日本の美意識を発信するメカニカルウオッチブランド
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①取組の概要 : セイコー プレザージュの位置づけ

6R+α

6R

4R 機械式時計入門

手の届く本格派

クラフトマンシップ
独自の付加価値提案

1 0 0 年 を 超 え る 腕 時 計 づ く り の 伝 統 を 継 承 し 、

世界に向けて日本の美意識を発信するメカニカルウオッチブランド

機械式
+

匠の技
+

日本の美意識

独自性

伝統工芸の匠たちとの協業
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①取組の概要 : どのような取組（異分野連携）を実施したか?
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①取組の概要 : どのような取組（異分野連携）を実施したか?
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①取組の概要 : どのような取組（異分野連携）を実施したか?
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①取組の概要 : どのような取組（異分野連携）を実施したか?
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①取組の概要 : クラフツマンシップシリーズ 開発当初の目標設定は?

プレザージュの存在意義を示す《フラッグシップ》、ブランドの独自性を示す《拠り所》

＜永く販売

6R+α

6R

4R 機械式時計入門

手の届く本格派

日本独自の付加価値を提案する《クラフトマンシップシリーズ》

クラフトマンシップ
独自の付加価値提案

大量販売

＜納得価格で販売大量販売
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①取組の概要 : クラフトマンシップシリーズ 開発当初の目標設定は?

プレザージュ《クラフトマンシップシリーズ》を通じ、欧州、米国、ASIA圏で、日本の美意識を発信する

独自性の高いブランド《PRESAG》の確立を目指す。

6R+α クラフトマンシップ
独自の付加価値提案

プレザージュブランドの確立

日本
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①取組の概要 : 開発段階における体制及びそれぞれの役割は?

佐賀県
窯業技術センター

量産+技術検討

《量産化》

新規開発

《素材中心》

広報

有田焼ダイヤルの開発

ムーブメ

ント設計

調達/発注

宣伝販促

研究企画部部長蒲地伸明氏陶工 橋口博之氏

販売部門

腕時計の製品化

商品企画 外装開発デザイン

商品の伝達/販売

セイコーウオッチ株式会社

セイコープレザージュの開発体制
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②異分野連携による気づきと課題

①取組の概要

・プレザージュブランドは、セイコーウオッチ(株)にとってどのような位置づけか?
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・解決策と工夫したことは?
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③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

・価値の伝え方で工夫した点は?
・海外市場で刺さる表現やストーリーは?

④知財保護に関する取組＜守り＞

・商標登録
・偽物対策など

⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

・3つの視点による成果(セイコープレザージュの視点/セイコーウオッチ(株)の視点/時計産業の視点)
・今後の目標 → 99年後の2124年に向けて
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②異分野連携による気づきと課題 : 異分野連携の難易点とは?

ゆらぎ

異なる常識

寸法/単位

同じ品質

ダイヤルの厚みと針の下のわずかな空間
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②異分野連携による気づきと課題 : 解決策と工夫したことは?

課題 : 理想/想定の押し付け合い 解決 : 中期視点の意思統一 & 譲りあい

Goal
=夢の実現
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②異分野連携による気づきと課題 : 異分野連携による付加価値向上に必要なこととは?

同じ目標を目指す仲間として、

継続した信頼関係の醸成

情報のフィードバックとPDCA

最重要

そのために

必要な事



24

②異分野連携による気づきと課題 : 異分野連携による付加価値向上に必要なこととは?

2011
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③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

・価値の伝え方で工夫した点は?
・海外市場で刺さる表現やストーリーは?
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜価値の伝え方で工夫した点は?＞

Mechanical/Made in Japan

ブランド開発時(ものづくり視点)

Fine Mechanical Watch making  from Japan
届けたいメッセージを適切に伝えるために・・・

●2017腕時計のダイヤルに《PRESAGE》ロゴの記載をスタート
●商品群を名称で分類し、ユーザーからも分かるシリーズに育成。

ブランドの独自性を際立たせるために・・・
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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③海外展開含む販売・マーケティング時に＜海外市場で刺さる表現やストーリーは?＞
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④知財保護に関する取組＜守り＞

①取組の概要

・プレザージュブランドは、セイコーウオッチ(株)にとってどのような位置づけか?
・どのような取組（異分野連携）を実施したか?
・伝統工芸と連携するクラフツマンシップシリーズの開発当初に目標設定は?
・開発段階における体制及びそれぞれの役割は?

②異分野連携による気づきと課題

・異分野連携の難易点とは?
・解決策と工夫したことは?
・異分野連携による付加価値向上に必要なこととは?

③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

・価値の伝え方で工夫した点は?
・海外市場で刺さる表現やストーリーは?

④知財保護に関する取組＜守り＞

・商標登録
・偽物対策など

⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

・3つの視点による成果(セイコープレザージュの視点/セイコーウオッチ(株)の視点/時計産業の視点)
・今後の目標 → 99年後の2124年に向けて
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④知財保護に関する取組＜守り＞

①取組の概要

・プレザージュブランドは、セイコーウオッチ(株)にとってどのような位置づけか?
・どのような取組（異分野連携）を実施したか?
・伝統工芸と連携するクラフツマンシップシリーズの開発当初に目標設定は?
・開発段階における体制及びそれぞれの役割は?

②異分野連携による気づきと課題

・異分野連携の難易点とは?
・解決策と工夫したことは?
・異分野連携による付加価値向上に必要なこととは?

③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

・価値の伝え方で工夫した点は?
・海外市場で刺さる表現やストーリーは?

④知財保護に関する取組＜守り＞

・商標登録
・偽物対策など

⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

・3つの視点による成果(セイコープレザージュの視点/セイコーウオッチ(株)の視点/時計産業の視点)
・今後の目標 → 99年後の2124年に向けて
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④知財保護に関する取組＜守り＞ 商標登録 / 偽物対策など

セイコーグループ株式会社
(親会社)

セイコーウオッチ株式会社
(事業会社)
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⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

①取組の概要

・プレザージュブランドは、セイコーウオッチ(株)にとってどのような位置づけか?
・どのような取組（異分野連携）を実施したか?
・伝統工芸と連携するクラフツマンシップシリーズの開発当初に目標設定は?
・開発段階における体制及びそれぞれの役割は?

②異分野連携による気づきと課題

・異分野連携の難易点とは?
・解決策と工夫したことは?
・異分野連携による付加価値向上に必要なこととは?

③海外展開含む販売・マーケティングを行う上での工夫＜攻め＞

・価値の伝え方で工夫した点は?
・海外市場で刺さる表現やストーリーは?

④知財保護に関する取組＜守り＞

・商標登録
・偽物対策など

⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

・3つの視点による成果
・今後の目標
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⑤セイコープレザージュ「クラフトマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

欧州、米国で着実に成長を続け、中国を中心とするアジア圏、オマーン、インドでも順調に推移。

国やエリアにより、求められる商品群/価格帯は異なるものの、「クラフトマンシップシリーズ」がプレザージュの独自性を際立たせ、順調な成長を促している。

世界で一定のブランド認知向上+販売好調
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⑤セイコープレザージュ「クラフツマンシップシリーズ」の成果と今後の展望

●3つの視点による成果

視点-1 セイコープレザージュの視点
視点-2 セイコーウオッチ(株)の視点
視点-3 時計産業の視点

始まりつつある継承

セイコーウオッチ
プロダクトデザイン

匠たち

技術と想いを継承し、
伝統を守りながら、
革新を組み合わせ、
継続して付加価値をつくる。

琺瑯 有田焼

希少性の訴求から
継承/伝達
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⑤セイコープレザージュ 今後の展望

●今後の目標 → 99年後の2124年に向けて

｢力強く歴史を紡いでいきます｣

1924年に初めてSEIKOの名を冠した腕時計が発売され、
SEIKOブランドは、2024年に誕生100周年を迎えました。
99年後の2124年、SEIKOブランド誕生200周年を迎えます。

創業以来受け継がれてきた志を次世代につなげ、
これまでの101年に負けない歴史を紡いでいきます。

200
1924-2124


